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本 書『視覚の共振』の著者・勝
かつ

井
い

三
みつ

雄
お

氏は，戦後のデザイン
史のなかで大きな業績を残し，今な

お現役として，新たな視覚世界への

挑戦を続けるデザイナーです。

　主な専門領域はポスターなど二次

元のグラフィックですが，エディト

リアル，CI，サイン，ディスプレイ，

空間構成ほか，幅広くアートディレ

クションに携わり，多様な表現を追

求してきました。企業の広報を担う

デザイナーを皮切りに，フリーラン

スとして制作に取り組むようになっ

てからは，時代を牽引するデザイン

の動向と密接に関わり，多様な領域

のクリエイターと協働しました。

　早くからコンピュータ・グラフィ

ックスと先進的な印刷技術の開拓に

関心をもち，そのかたわら，「色と

視覚」に関するデザイン理論を実践

的に構築しつつ，美術大学で次世代

の指導にも力を尽くしました。

　本書は勝井三雄氏の60年余の活

動を，「時代」「デザイン」「人物」な

どの観点からも把握できる構成をと

っており，見ているだけで美しさを

感じ取れる作品集となっています。

上／版画作品と，それを用いたポスター
下／フォント制作会社のポスター
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本誌は，文部科学省による「教科書採択の公正確保に
ついて」に基づき，（一社）教科書協会が定めた「教科
書発行者行動規範」にのっとって配布しております。
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アトリエ訪問
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津上みゆき
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ア ト リ エ

訪 　 　 問
第 15 回

津上みゆき
キャンヴァスからあふれる光と色彩。
画家・津上みゆきが描く抽象画のようにも見える風景画は，
目にした者の記憶の中にある風景をよびさます。
彼女はどんな光の中で，何を見つめながら，
その作品を生み出しているのだろうか。
文章 長谷川 華　撮影 永野雅子

画家
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　大通りを少し入った鎌倉の住宅街。

歌人の住まいだったという古い平屋

を自分たちでリフォームしたのが，

画家・津上みゆきの住居兼アトリエ

だ。この場所を選んだ理由を，「窓

からたっぷり自然光が入り，海にも

山にも近くて季節の流れを日々感じ

られるから」と語る。

——１日の大体のスケジュールを教

えてください。

津上　夫が勤め人なので，彼が出か

けるとともに，私もアトリエに移動

します。日が出ているときにだけ制

作をし，日が暮れて風景が見えなく

なったらやめます。描いているモチ

ーフと，自分の置かれている環境を

同じにしておきたいからです。

　そのためにも，自然光がよく入る

アトリエを探していて。ここは，何

年も使っていなかった建物を一つ一

つ修理したものです。プロの手も借

りましたが，壁や床は自分たちで塗

りました。棚は夫の手づくりです。

　アトリエにいるとき以外は，散歩

がてら，スケッチをしに行くことも

あります。すぐ近くには小川が流れ

ていて，春になると桜が咲くんです。

その桜をここに引っ越してきた 9年

前からずっと描いていて，その作品

を2018年に発表しました。
——津上さんが画家になったきっか

けとは，何だったのでしょうか。

津上　小さいときは暗い性格で，友

達もあまりいなくて，一人で遊んで

いるような子でした。母親と仲がよ

くて，よく一緒に花を見に出かけて

いました。

　中学校は，中高一貫の女子校に進

み，そこで美術部に入りました。高

校生と一緒に講評会をするのがとて

もおもしろかったんです。画家を目

ざす大きなきっかけとなったのは，

３年生のときの夏合宿です。漁村で

廃屋みたいな船屋を見つけたのです

が，夏の海と空にその船屋というコ

ントラストが印象的で，絵に描いた

んです。すると，それが講評会です

ごく褒められて，小学生のときの暗

黒の時代から一気に自分の世界が広

がったのを今でも強く覚えています。

　自分が内面から出したものと，外

からの評価が合わさったというか，

中学生なりに，「絵がないと自分は

生きていけないんだ」ということを

自覚しました。その後は，日常生活

何でしょうか。

津上　風景画って，人がその景色を

「風景」とよばなければ風景画には

ならない。だから，人があまり描か

れていなかったとしても，人のにお

いが感じられるのが，風景画なので

はと考えています。

　ただ，説明的に描くと自分のフィ

ルターが見えてしまうようで嫌なん

です。誰もがもつ共通のイメージみ

たいなもの，具体的に写真には撮れ

ないけれど記憶に残っているような

ものを，自分なりの表現方法で描け

るといいなと思っています。

大するという描き方をしていました

が，このとき以来，どういうふうに

風景を取り込んでキャンヴァスに落

とすのか，それを模索するようにな
り，今に至ります。
——津上さんにとって，風景画とは

でもいろいろ苦手なものを克服して

いって，今がいちばん元気です。
——それからずっと風景を描き続け

ているのですか。

津上　そんなことはなく，京都の美

大ではいろいろなことを学びました。

卒業後の研修生時代に，「哲学の道」

を自転車で走っていたら，突然，自分

が絵を好きになった原点が「風景」

だったことを思い出したんです。「今，

自分が風景を描いたらどんなものに

なるんだろう」と思って，再び風景

画を描くようになりました。

　昔は，スケッチしたものをただ拡

散歩のときには，スケッチができるように，
水彩絵の具入りのパレットを持ち歩く。

ドイツ滞在時，和紙に描いたスケッチ。
「ドイツの風景は，水彩と和紙の質感に合う」。

つがみ・みゆき
1973年東京都生まれ。1998年，京都造形芸術大
学大学院修了。2003年，VOCA賞受賞。2015
年文化庁助成により，ドイツにて滞在制作・個展を
開催。「View」と名付けた風景画を描き続ける。作
品集に『津上みゆき 時の景 ̶̶つなぐとき つもる
とき』（求龍堂）。2019年7月13日～9月8日の会期
で，神奈川県立近代美術館 葉山にてグループ展
「みえるもののむこう」開催予定。

人が描かれていなくても，
人のにおいが感じられる。
それが風景画。

アトリエの一角には顔料の瓶が並ぶ。
棚は，瓶の高さに合わせた手づくり。
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